
西成区

イノっちこと井上智之（いのうえ さとし）

1970年生まれA型。某シン
クタンクで関西の産業振
興に関する調査をしていた
が、縁あって大阪都市経
済調査会へ。俯瞰的な分
析を徹底するクールさと「い
つかは独立したい」という
アツイ野心を併せ持つが、
泥酔すると昭和歌謡で突
然踊り出す奇怪な一面も。

※詳しい統計データとバックナンバーはこちらから

革靴産業集積ココにあり！？

～革靴製造業事業所数、従業者数がもっとも多い区～

西成区は革靴製造業の事業所数（143）と従業者数（1110

人）が24区中1位（表:2004年）で、市内シェアはそれぞ

れ62.2％、75.9％を占めており、同区北側に隣接する浪

速区を含めた上位2区の市内シェアは、事業所数で

84.5％、従業者数で90.0％に達します。また、両区内に

は靴の卸売業も10件以上立地しており※、革靴関連産

業が集積しています。

ただし、2001年から2004年にかけての革靴製造業の推

移（表）を見ると、事業所数、従業者数とも西成区や大

阪市の減少率が全国平均よりも4～6％大きく、より厳し

い状況に直面していることがわかります。

わが国における革靴の生産量と輸入量の推移※を見る

と、2001年から2004年にかけて生産量が24.3％減少（3467

⇒2624万足）する一方で、輸入量は10.9％増加（3163

⇒3509万足）し、国内販売量（生産量＋輸入量）は7.5

％減少（6630⇒6133万足）しました。また、革靴のメイン

ユーザー（20～64歳）の人口1人あたり年間販売量も減

少（0.84⇒0.78足）しており、国内の革靴市場は縮小

傾向にあります。このため、革靴製造業の従業者数1

人あたりの平均生産量も減少（1289⇒1264足）してお

り、国内メーカーは輸入靴やカジュアル化に対応するた

めにも、より付加価値の高い靴づくりをめざしていくこと

が不可欠となっています。

こうした厳しい状況のなか、西成区内の革靴メーカーは

活路を見出すために、オーダーメードの高級品の製造

に特化する企業や、品質が向上しつつある輸入革靴

の卸売事業へ進出する企業、難波駅前に直営店を設

置して小売事業を展開する企業、さらには、靴のデザイ

ン、設計、製造など、得意技術を持ち寄り、単独では開

発が困難であった婦人向けのコンフォートシューズを共

同開発し、百貨店での展示会や国内外の見本市に出

展する企業などがさまざまな努力をしていることが分かり

ます。これらの取り組みが功を奏し、今後も西成区を中

心とする革靴産業集積が存続し続けることが期待され

ます。

西成区役所からの所要時間
実際に計測。地下鉄利用。
電車の待ち時間を含む。

大阪産業創造館までの時間距離

数字で見る経済

スーパーリサーチャー「イノっち」が

大阪市24区を斬る 【最終回】
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資料：総務省「事業所・企業統計調査」より作成

注：革靴製造業には、革製履物製造業と

　  革製履物用材料・同附属品製造業を含む

【表】革靴製造業事業所数・従業者数 トップ3区

事業所数 従業者数（人）

2001年 2004年 変化（％） 2001年 2004年 変化（％）


